●　諏訪地域の調査研究・試験機関
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　■　 信州大学山地水環境教育研究センターは、平成１３年４月に誕生しました。３６年間の歴史を持ってきた理学部附属諏訪臨湖実験所が、拡充されて生まれ変わったものです。施設は諏訪湖畔にある臨湖実験所と大町市の北に位置する木崎湖畔に、研究施設の木崎湖観測ステーションを持っています。
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組織は陸水生態系部門と水環境保全部門の２分門からなります。陸水生態系部門は、湖沼・河川・集水域の生態系の構造や機能、汚染物質の挙動を物質循環を研究し、また、集水域での人間活動と湖沼環境との相互関係を研究します。水環境保全部門は応用研究部門で、悪化した湖沼、河川等の水環境の再生、修復についての開発研究を進めます。また、その成果を基にして、学生の実習や研究指導などの教育活動を行うことも重要な役目としています。



長野県水産試験場諏訪支場では、漁場環境の保全、天然水面の有効利用、地域産業の育成、優良種苗の供給、水辺環境教育の推進という観点から以下の調査研究、技術開発、技術指導を行っています。

○　諏訪湖浄化対策に関する調査研究、諏訪湖漁場環境（水質・プランクトン・水生動植物）調査、人工なぎさによる生態系の修復効果調査

○　ワカサギを中心とした湖沼水産資源の管理及び増殖に関する調査研究

○　アユ､在来マスを中心とした河川水産資源の管理及び増殖に関する調査研究

○　河川放流用アユ種苗生産技術の開発研究、有用魚種の種苗生産・飼育技術の開発研究

○　寒天の品質向上に関する研究、原料海藻の煮熟抽出技術に関する研究

○　諏訪湖及び南信地方の増養殖指導、寒天製造に関する技術指導

○　水環境・水産資源の保全の啓発（見学・相談・体験教室の実施等）



· 　長野県農事試験場原村試験地（標高１０１７ｍ）では、高冷地向け水稲品種の選抜・冷害回避技術を主体とした栽培技術の試験研究と高冷地での花き・野菜の生産安定技術の試験研究を行っています。

また、諏訪湖の浄化にかかわる、

· 葦殻チップの利用、土壌改良効果に関する調査研究

· 側条施肥田植えの研究

を行っています。



　所　在　地　：　　諏訪市湖岸通り５－２－４


　連　　　絡　 ：　　TEL　０２６６－５２－１９５５


　　　　　　　　 　　 FAX　０２６６－５７－１３４１


　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　：　http://www.water.shinshu-u.ac.jp/


　Eﾒｰﾙ　　　 ：　water@gipac.shinshu-u.ac.jp 





●信州大学山地水環境教育研究センター





●長野県水産試験場諏訪支場








●長野県農事試験場原村試験地





所　在　地　：　　諏訪郡原村向坂上３８５３－３


連　　　絡　 ：　　TEL　０２６６－７９－２７１３（ＦＡＸ兼用）


ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ　 ：　� HYPERLINK "http://www.agri-exp.pref.nagano.jp/" ��http://www.agri-exp.pref.nagano.jp/�


5haramura/haramura.htm.


Eﾒｰﾙ　　   ：nojishiken-hara@pref.nagano.jp














所　在　地	　 ：　　諏訪郡下諏訪町６１８８－１０


連　　　絡 　	：　　TEL　０２６６－２７－８７５５


　　　　　　　　 　　FAX　０２６６－２６－１０１３


ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ　 ：　� HYPERLINK "http://www.janis.or.jp/agri-or/nsuishi" ��http://www.janis.or.jp/agri-or/nsuishi�


/station/suwa/suwa.htm


Eﾒｰﾙ　　   ：　suisansuwa@pref.nagano.jp 
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